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C ・ mp ・und 　lまよ き Gest・gen で 、騒 と 言 え る．吸収 も

早 く PrOgestero1ユe よ り作用 が強 く経 凵 よ り も皮 卜注射

に よ る方法が 作用 が 強 い と言 へ る。子 宮 内 膜 に 丈」．）る 暫

用，Blast  ysts に 対す る作用 よ り判断 す る と ， 反 下注

射 の 時は 皮下注射の PrOgesterone の 約 20fll？，経 口 では

約 5倍 も強い ．

　 臨 床的 に 流産 卜対す る効果 の 判定 は症例群 に よ り白然

流産率 の 変化が 大で ω る
’9・，治療開始時期 に よ り幼果が

異な る等 の 関係で判定 は 比 較的困 難 な 為 ， 木 研 究 は Pr
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其他 の 原因を持 た な い 68例 に っ い て 観祭 した ．治療前 1口こ

278回 の 妊娠 に よっ て 0％ の Fetal　 Salvage で あ っ

た ．治療後は 68回 の 妊娠 に よっ て 62名 の 生児 を侭 て お り

Fetal　Salvage は約 9工％ で ：）つ た．戒功例 は 毎 日 or　mg の

C‘）mpo しmd を 妊娠第 6 週 ｝用 よ り始 め 第16週 以 L継紳 ・11る

もの で あ る．不成功 に終 っ た例は抄 ケ開始時期 が第 8週
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’
⊃症状が 出て か ら投

与 を開始 した もの が 約 60％ で
牆
あ っ こ．

　長期投与に よ り 母体 は何等の 巾 毒或 は 剛作用 ．L 示 さず

32名 の 女児金例に男性化作用 金認め な か っ た．巾 2 例 に

於 て 投 与は 第 9 カ 月 9tで持続せ ら れ，、、こ1、．．限 らず 男 性 化を

示 さ な かつ ∴：の 1、．｛主口に 仙 い す る。
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　 181．　子 富頸癌発生過程 に於 ける核容積 並 び に

DNS 量 に関す る顕微光測法的研 究

　　　　　　　　　（ソ ウル 大学校 医 大）羅　建　栄

　子宮頚癌 発 生 過程 に 於ける 核容積並 び に，DNS 量

の
， 変動 を観察 す る た め に，正 常上 皮 ， 異常 E皮 ， 不穏

上 皮 ， 異型 上 皮，浸蝕前上皮及 び，浸 蝕癌等 を区 分 し

て，選定 した 後，基 底細胞 ， 旁基底細胞の 核容 積 蓬，L −

inear−Methode で 測定 し
，

他 方 Feulgen 染色後，顕徴

光測法に て ， DNS 量 ご測 竃 した、

　 結論 ：

　 1・　 ri三常 L皮 の 墓底 乖田胞 と，旁基底細胞 ：り
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　4．異型．E、反 に 於 て は ，核 容 積 1よ
、 前者 を，大差 た き

も，基底細胞 ， 旁某底細胞 の 染色体数が，倍加 し て い る．

　5・浸蝕前 ．L皮 に於 て は，核容積は 減少 し，基 底細 胞

の み な らず ，旁基民細胞 の 4倍数染色体が ，半減 す．

　6． 浸蝕癌 に於 て は，DNS 量 の 変動が は げ しい ．

　　182．　 子宮頸癌診断に於け る 生検組織擦過 塗抹

法 の重要性 に就い て
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　 組織 切片 に つ い て る 而夜及び分泌液等を除去 した 後 ，

載物硝子一Lに載赴 て成 る べ く組織の全 面 を 擦過 して 塗抹

標木 を製作 し直 r に固定液に 入 t る．次い で 1’apaii 　ico．

1aou 氏 染 色 法 を rJい 鏡検す ，

　 結諭

　 1． 木法は，膣内容及 び 子宮頚部擦過塗抹細胞診 よ

り，遥 か 1＿正 確 な所兄 を， 1時 間 以 内 に提供 し
， 其の 的

中率 は 98。4％で あ る ．

　 2．　非癌組織片では，蜂 巣状．L皮細胞群 が 93．2％に 於

て 出現す るに 対 し，疵紐織片では f　Eか 17．2％ し か．ILF｝現
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　 3．　 JI 頴 部の細胞診と∠k検法施行に 際 しで
P・．ll，本法

｝ 武る細胞診 の 岡時旃行 乏，、嫉奨す ．

　 183．　 1955−−1962年間省立台北医院に て 治療せ

る trophol ｝lastic　Diseases 患者 の 臨床統 計 的観

察

　 （巾 肇民国台 湾省 s 省立 台北医院）
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　 135名 の tr・ph ・blast三c　diseases の 中 108名 （80．O

％）Follow −UP が 可能であ つ た．そ の 結果 を 要約す る と
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